
【症例 2】20 歳代　男性

【主訴】白血球増多、好塩基球の増加

【現病歴】X-1 年 4 月の検診にて白血球数 14.2× 109/L と増加を指摘され、定期受診にて同年 8
月 17.14×109/L 、12 月 18.08×109/L と白血球数増加が持続した。X 年 1 月精査目的のため血液

内科に紹介された。

【既往歴】5 歳時に全身性若年性特発性関節炎と診断。メトトレキサート、プレドニゾロン併用

療法施行し、さらにエタネルセプト併用するも再燃を繰り返した。X-8 年エタネルセプトとタク

ロリムス併用、X-2～X-1 年 12 月までエタネルセプト単剤投与し、X-1 年 12 月症状なく投薬を

中止した。

【内服】なし

【身体的所見】身長 170.5㎝、体重 56.3Kg、血圧 115/80mmHg、脈拍 80 回 /分、体温 36.5℃
［頭頚部］結膜：貧血・充血・黄疸（ -）、咽頭：発赤・扁桃腫大（ -）、頸部リンパ節：触知せず

［胸部］　呼吸音：整、ラ音なし、心音：整、雑音なし

［腹部］　平坦、軟、肝臓・脾臓触知せず

［四肢］　足関節、両手関節腫脹なし

【血液内科紹介時検査所見】

【血液一般】　 　【止血・血栓】　 　【生化学】

連絡先：金沢大学附属病院　検査部　

TEL：076-265-2000（内線 7180）

WBC 34.66 ×109/L
RBC 5.62 ×1012/L
Hb 15.2 g/dL
Ht 49.0 %
PLT 280 ×109/L
Blast 1.0 %
Promyelo 0.0 %
Myelo 8.0 %
Metamyelo 3.0 %
Stab 2.0 %
Seg 58.0 %
Eo 1.0 %
Ba 8.0 %
Mono 4.0 %
Lym 14.0 %

PT％ 93 %
PT-INR 1.04
APTT 27.2 sec
Fbg 236 mg/dL
FDP 1.0 μg/mL

TP 7.6 g/dL
ALB 4.3 g/dL
T-Bil 0.5 mg/dL
D-Bil 0.1 mg/dL
AST 30 U/L
ALT 15 U/L
LD 379 U/L
ALP 132 U/L
Cre 0.80 mg/dL
UA 8.2 mg/dL
UN 15 mg/dL
Na 142 mEq/L
K 3.7 mEq/L
Cl 104 mEq/L

症例を交えたディスカッション　

臨床に求められる検査技師を目指して
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